










氏名・(本籍) "}ろ品、< 島 克
学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 弟 2435 子仁コ三
学位授与の日付 昭和 46 年 12 月 23 日













2 導波管回路の S 行列表示を求め、この回路が方向性結合器となる条件式が示されている。 s 行列の
要素は正規モードの境界条件に対応する 4 個の反射係数で与えられ、これらの反射係数は境界面上の・
電磁界の連続条件により導かれる積分方程式を解くことにより与えられる。





















1 )任意の大きさの細げき列で結合された 2 導波管回路の特性を S 行列で表示し、この導波管系が
方向性結合器となるための条件式を示している。この表示方法は、大きな細げきで結合された
導波管分岐回路の特性の解明には特に有用で、ある。
2 )上記の結果を、任意の方形細げき列で結合された 2 導波管回路に適用し、その電磁界を解析し、
細げきの寸法が波長に比して小さい場合は理論値と実験値がよく一致することを示している。
3) 側壁上の全高にわたる細げきにより結合された 2 導波管回路の解析を行ない、通常の使用周波
数範囲にむいては、理論値と実験値がよく一致することを示している。
以上の結果は、密結合方向性結合器の設計に十分利用できるものである。
4) ショート・スロット結合器の結合器の細げき部に誘電体板を装荷することにより、比較的広帯
域にわたり、特性の良好な3 d B結合器を得ている。
以上のように、本論文は、導波管分岐回路解析の問題に大きく寄与し、通信工学および電子工
学ならびに、それらの技術に貢献するところが大である。よって、本論文は、博士論文として
価{直あるものと認(める。
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